
3．市民の政治意識について

１　選挙にみられる政治意識

・昭和11年に初の革新議員　横浜の歴史には，政治

の面でも，私たちの関心をひくことがらが少くない。

市民の政治意識を直接に反映する選挙についてみる

と，明治23年に行なわれた第１回衆議院議員総選挙で

は，横浜の貿易商人たちは，東京横浜毎日新聞の主事

だった改進党の島田三郎を推し，大正11年に島田が歿

するまで連続当選させた。とくに変動はげしい大都市

としては，他に例がない。明治36年の第８回衆院選で

は，政友会の伊藤博文，憲政本党の大隈重信が提携し

て，横浜の豪商，大地主に奥田義人，加藤高明を支持

させ，島田の引退をはかった。しかし島田を推す貿易

商人の一派は，閥族の号令に屈服しようとする横浜市

の名誉を救わねばならぬと叫んで，みずから正義派と

なのって活動し，ついに島田が過半数の得票をかくと

くする大勝利にこぎつけた。島田は，時にとかくの世

評もあったが，終始政界の良心として，よき選良であ

った。島田の歿後も，横浜は改進党の流れをひく，憲

政会，民政党の地盤が強かった。

　昭和にはいると，関東大震災後の京浜工業地帯の急

速な発展を反映して，無産政党の進出が目立つ。ただ

昭和３年の第１回普選いらい，無産政党は分立のため

当選者をだせず，県会，市会に進出するにとどまった

が，昭和11年,12年の総選挙には，社会大衆党の岡崎

憲（社民系）が連続して第１位で当選している。同様

の例は，東京1・2区，大阪１区，京都１区，兵庫１

区，福岡１区にもあるが,今日の革新陣営の動きとも

関連するものであろう。

・革新得票率は６大都市で第3位　　それでは，現在

の横浜市民の政治意識にはどんな特色があるのか。こ

の問題については，これといった調査も資料もないの

で，選挙統計を中心にみてゆくことにしよう。

　38年４月の地方選挙では，横浜市長に，社会党の飛

鳥田一雄が当選し，横浜市は，大阪，北九州，仙台な

どの各市とならんで，全国でも数少い革新首長をもっ

た。11月の衆院選では，神奈川県第１区，つまり横浜

市からは，日本社会党２名，民主社会党１名，自由民

主党１名が当選し，4議席中の３議席まで革新が占め

た。社会，民社，共産３党を合わせた革新の得票率

は,60.48％とこれまでの最高を記録している。

　こうした選挙の結果からみると，横浜市民には革新

支持が多いといえる。保守系諸党も革新系諸党も，戦

後の離合がはげしいので，これを保守・革新に一括し

て，戦後の総選挙ごとの推移を全国のそれと比較する

と，図4－4のようになる。横浜ではすでに昭和22年

　図4－4　衆院選挙にみる全国横浜の保守･革新得票率
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の衆院選で社会，共産両党の得票率は46％に達し，24

年には共産1,社会2,30年には右派社会党2,左派

社会党１と，それぞれ３議席を革新が占めている。革

新諸党合せての得票率は,30年にはじめて50％を越

え,35年･38年とさらに伸びている。

しかし考えてみると，横浜のような大都市では，全

国平均にくらべて，革新支持が多いのは，当然のこと

ともいえる。そこで，昨年11月の衆院選党派別得票率

を，東京23区（東京１～６区），大阪（大阪1・2区，

京都（京都１区）,神戸（兵庫１区）,名古屋（愛知

１区）と比較すると,表4―2のようになる。これで

みると，東京だけが，やや革新の比率が下がっている

が，他の５大市では，自民対革新3党の得票比は，

４：６の水準をわずかに上下している。横浜は革新支

持が多いとはいっても，ほぼ他の４大市なみというこ

とになる。これを，前回の35年の衆院選についてみて

も，同様のことがいえる。この時の横浜の革新諸党合

せての得票率は,55.3％であるが，やはり，東京23区

が52.49%とやや低いほかは，他の４大市は，大阪の

56.66％から名古屋の54.23％まで，ほぼ55％の水準に

ある。

表4-2　第30回衆議院議員選挙６大都市党派別得票率（%）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和38.11.21行施）
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　しかし，表4－2でもわかるように，これを党派別

に見ると，横浜は他の大都市と比較しても，かなりの

特色がある。一言でいえば，大阪，名古屋とならんで

民社党の得票率が高く，神戸，東京とならんで共産党

のそれが低い。それ以前の衆院選の得票数を見ても

横浜における民社党の得票率は高い。全国的にみて，

得票率で左派社会党が右派社会党を追いこすのは，昭

和30年の衆院選である（15.3％:13.9％）。だが横浜

では，この時も18.0％対29.7％と右派がリードしてお

り,35年にはじめて社会党が民社党を追いぬく（29.2

％:20.8％）。あとでふれる市会選ともからんで民社

の地盤の強いことが注意される。共産党の得票率は６

大都市で最低であるが,35年の衆院選では東京・名古

屋・神戸より高い。これは，こんどの候補者が新顔の

ため，前回までの候補者の人気票が社会党に走ったの

ではないかと推測できる。社会党は，地元のなじみの

薄い労組出身の２候補を出馬させたのにかかわらず，

前回を7.9％上回る得票率をしめし,6大都市でも神

戸についで高い。

　つぎに保守政党は，昭和30年11月の保守合同で，自

由民主党を結成しているが，それ以前の衆院選をみる

と，全国平均にくらべて，横浜では民主党系の得票率

が一貫して高かった。戦前に民政党の地盤が強かった

ことと関係するのであろう。その後，昨年４月の市長

選では，公認問題をめぐって，自民党横浜市連が分裂

し，脱退した市議は市政同志会を結成した。この自民

党支部の分裂は，同年秋の衆院選にも，微妙な影響を

及ぼしたと考えられる。



・地方選にあらわれる逆ピラミッド型　　ここで市会

選挙に目を転じよう。昨年４月の地方選挙における横

浜,ならびに他の４大市，それにとなりの川崎市を加

えた，市議の党派別当選者数ならびに得票率は，表４

－３，表4―4のようになる。横浜の選挙当時の党派

別は，表４－３のように自民16,社会16,民社7,共

産0，公明９，諸派4,無所属20であったが，この無

所属のうち，さきにのべた自民党脱退組17名は市政同

志会に，また，３人は民社へ合流したので結局，自民

16,社会16,民社クラブ10,公明9，市政同志会21の

市会分野を形成した。表4－4の党派別得票率を見る

と，横浜の自民党の比率が著しく低いが，それにはこ

のこどを考え合わせる必要がある。革新３党合せての

表4－3　　5大市・川崎市市議選党派別当選者数

　　　　　　　　　　　　（昭和37年4月施行）

表4-4　　５大市・川崎市市議選党派別得票率　%）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和38.11.21施行）

得票率は35.8％で，衆院選のそれにくらべると25％近

くも低いが，これは，地方議会の勢力が国会のそれに

比して著しく弱いという，わが国革新勢力のいわゆる

逆ピラクド型の構造を反映するものといえよう。他の

都市についても同様の傾向が見られる。しかし党派別

に検討すると，横浜の場合，共産党はほとんど差がな

く，民社党も差が少いのに比して，社会党は市議選の

得票率が衆院選のそれのほぼ半分にすぎない。

・人口増加率を上回る有権者の伸び　　ここで得票率

を地域別,つまり横浜市10区の各区ごとに検討しよう。

最初に10区の特色をみるため，有権者数の増加率を見

よう。横浜参の有権者数は，日本国憲法下最初の昭和

22年の衆院選から，昨年のそれまで16年あまりの間に

2.6倍にふえ，41万余人から107万余人となっている。

しかもこの増加率は，この間の総人口の増加率2.0倍

を大幅に上回っており，総人口にたいする有権者数の

比率は，昭和22年の55.6％から昨年の67.3％ぺと，著

しい上昇ぶりをみせている。労働力人口の大量流入を

反映するものであろう。

　昭和30～33年までの段階では，有権者数は神奈川・

西・鶴見・中・南の諸区が顕著な伸びをしめすが，こ

れ以後になると，有権者増の焦点は周辺地域に移り,

神奈川に加えて保土ヶ谷・戸塚・港北の諸区が顕著と

なる。とくにあとの３区の35年以降の伸びは，すさま

じい。これは，東京都の膨脹と東海道線沿線の急速な

工業化とがつよ＜影響しているのであろう。さきのグ

ループのうちでは，中央部の西・中・南の諸区と京浜

工業地帯の中心である鶴見ならびに，これに準ずる神

奈川区とでは，若干性格のちがいがあり，あとのグル
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　－プでも開発のおくれている港北区は若干異なった特

　色をもつ．昭和22年４月を基準とした38年11月の有権

　者数増加率は，保土ヶ谷＞神奈川＞戸塚＞港北＞中＞

　南＞鶴見＞西＞金沢＞磯子の順となる。が，これら

　は，上述した特色から①西・中・南,②金沢・磯子，

　③鶴見・神奈川・西，④保土ヶ谷・戸塚・港北，の４

グループに分けることができそうである。

　・革新勢力の強いのは工業・住宅地　　そこで，衆院

選，市議選のそれぞれ最近２回について，各区ごとの

革新３党合わせての得票率を調べ，全市平均より高い

区を,高い順に並べると，次のようになる。

35年衆院選　鶴見・保土ヶ谷・磯子・戸塚

　38年　″　鶴見・神奈川・保土ヶ谷

　34年市議選　鶴見・中・保土ケ谷・磯子・戸塚

　38年　"　　　鶴見・神奈川・中・保土ヶ谷・磯子

　この4回の選挙を通じて，革新得票率が高いのは，

鶴見・保土ヶ谷の両区である．しかしこの両区は，保

　土ケ谷で社会党がとくに強いのにたいして，鶴見では

い民社党がかなりの勢力を保持している（35年衆院選で

　は民社の方が多い）というちがいがある。これをヒン

　トにして，38年の衆院選で社会党の得票率をみると，

　戸塚・保土ヶ谷・港北・鶴見・神奈川，つまりさきの

　④③の順で全市平均を上回っており，周辺地域，それ

　も最近の有権者数の伸びの著しい諸区が高い（表4－

　5）。通勤労働者ならびにサラリーマンの動向を反映

　するものであろう。

　　民社党は，鶴見が35年に29.0％，38年に25.7％と他

　の区を5％以上ひきはなして，最大の地盤となってい

　る。戦前の総同盟いらいの伝統の強みというべきであ
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表4－5　衆議院議員選挙党派別得票率
(昭和38.11.21施行)

ろう。市議選の各区別得票率も,民社の地盤を反映す

る。市議選の革新得票率の高い諸区のうち，さきの，

鶴見・保士ヶ谷（それに，ある程度近い戸塚）を除い

て，中・神奈川・磯子の３区をみると。38年の市議選

と衆院選との民社の得票数は，前者が後者を上回って

いる。このことは，上述の伝統の強みに加えて，医師

など自由業関係の候補者が民社党に所属しているため

と考えられる。

・保守勢力は市中心部と農村地域　　これにたいし

て，自民党の得票率が全市平均を上回っているのは，

35年の衆院選では，中・南・西・港北・金沢。38年の

それでは，中・西・南・磯子・金沢・港北の諸区の順

となる。つまり，さきの①②と農村的色彩の残ってい

る港北区とで占められている。市議選については，の

ちに，市政同志会を組織する保守系無所属をも合わせ

て考えねばならぬが，これを加えると。民社党につい

てふれた中・磯子の両区だけを別にすれば，衆院選の



表4－6　横浜市議会議員一般選挙党派別得票率 昭和38.4.17施行)

場合と一致する（表4―6）。ただし，順序は少し変

り，とくに農村的な港北区の市議選得票率は高い。保

守系候補が地域代表に色彩をつよくもっていることを

反映するものであろうか。

表4-７　神奈川県労働組合連合体と横浜市地区労の組織

　　　　　状況

・公明会の全員当選　　公明政治連盟は,38年の市議

選ではじめて大量進出したが，この時は磯子・金沢・

戸塚を除く７区から立候補し，候補者９名が全員当選

した。得票率では，①の南・西・中つまり３区がとく

に高く，③の鶴見・神奈川がこれに次いでいる。

・政党をささえる諸団体　　こうした選挙に現われた

政党支持を分析するためには，横浜市の政党組織や，

後援会,'業界団体，労働組合などを地域的に検討する

ことが必要であるが，そのための資料に余裕もないの

で，横浜市の労働組合連合体ならびに地区労の組織状

況とを，参考までに表4－7で示しておこう。

・身近な間題に関心が高い　　ところで，横浜市民

は，政治，とりわけ市政に何を求めているのか。この

点についても資料，調査がないので，いわば氷山の一

角ていどのものから探してゆくことしかできない。

　38年の市議選ではじめて，横浜市は各区ごとに，選

挙公報を発行した。これで立候補者の政見を検討する

と，地域的な差異がかなり明白に浮きあがってくる。
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これらの政見のなかで，全市的な問題を地域的な問題

との比重で検討すると，党派別には保守系無所属，自

民党これについで民社党の候補が，比較的多く地域的

な問題にふれている。しかし各区ごとの差異の方が，

党派間のそれに比べてはるかに大きい。すなわち，中

区・西区・南区それに神奈川区の立候補者は自区に関

係した地域的問題をとくに強調していないのにたいし

て，磯子・金沢・鶴見・保士ヶ谷・戸塚・港北の諸区

の立候補者の多くは，それぞれの区の地域問題を力説

している。開発途上にある保士ヶ谷・戸塚・港北，そ

表4－8　＜市長への手紙＞の内容分類
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れに鶴見・金沢の諸区では，住宅地の発展に対応し

て，いわゆる＜市内＞なみの生活環境の整備がつよく

主張され，とくに鶴見区では市民税の鶴見還元が強調

されている。具体的な問題としては，鶴見区で鶴見駅

周辺の整備，鶴見川改修，第二保健所設置，公害対策

が，磯子区では根岸線建設，根岸湾埋立への対策，戸

塚区でも戸塚駅周辺の整備，ワンマン道路の開放，港

北区では横浜線複線化などがあり，戸塚・港北・金沢

の諸区では区内の中小企業対策，農業近代化，観光地

としての発展などの問題も取り上げられている。



　　これらの政見のなかには，必ずしも一般区民の要求

　を忠実に反映していないものもあろう。だが，市の中

　心の諸区では，横浜市の発展，市政の進展と区民の生

　活との間に，とくに重大なずれが痛感されていないの

　に反し，周辺の各区では，それぞれに未解決の重大な

問題をかかえて，現在の市政に満足できずにいること

　だけは，読みとることができる。

　　以上，主として選挙の結果に現われた状況をみてき

　たが，このほかに，横浜市民の地域の政治に対する関

心を示すものとして,38年11月に行なわれた「市長へ

　の手紙」の例をみよう。大都市に共通な現象といわれ

ていることだが，一般に大都市に住んでいる住民は，

そして特にホワイトカラーと呼ばれる人たちは，中央

　政府の動向に対する関心が高い割に，自分達が住んで

　いる地域政治と，身近かな問題にはきわめて関心が薄

　いといわれている。これが横浜市の場合は，距離的に

　中央に近いため，特にその傾向が強いとみられてき

　た。なぜならば東京へ通勤し，横浜をベッドとしてし

　か利用していない市民が増加しているからであると。

　しかし，さきの「市長への手紙」の集計結果や内容

　をみると，けっして，そうとはいえないと考えられる

　（表４－８）。

　すなわち，そこには，市民の地元に対する利害はも

　ちろん，横浜市政全般にわたっての意見や期待と，強

　い関心がにじみ出ている。このことは，市民の中に，

　すでに，地方政治に対する新しいエネルギーが芽生え

　てきていることを示している。

4．市民の文化活動について

１　文化をめぐる社会的条件の変化

・横浜から生まれた多くの文化　　近代日本の黎明が

おとずれた時，文明開化の窓口であった横浜は，日本

における近代文化の先端的担い手であった。

　すなわち，開港とともに横浜に来住した外国人のも

たらしたキリスト教文化をはじめ，新しい生活様式は

横浜を中心として，急速に日本人の間に普及していっ

た。ガス灯は明治５年９月，全国にさきがけて横浜に

ともされ，明治元年，下岡蓮杖が馬車道に開いた「相

影楼全楽堂」は日本最初の写真スタジオであった。ま

た，明治３年12月に創刊された「横浜新聞」は翌４年

　「横浜毎日新聞」と改題されたが，これは日本におけ

る日刊新聞のは｡じまりであり，仮名垣魯文や島田三郎

らが筆をふるった。この新聞は活版刷りで，当時横浜

の印刷技術は日本一を誇ったといわれている。

　芸術文化の領域では，明治４～５年頃，外国人の設

になる「ゲーテー座」（Gaiety　Theatre）が，す

ぐれた劇場として有名であったし，明治42年にできた

　「オデオン座」は外国映画の封切館として，東京から

も多くの愛好者がおしかけたという。また羽衣座，港

座，蔦座，のいわゆる横浜三座に代表される日本演劇

も盛んで，東京の名優たちもしばしば横浜の舞台をぶ

んだ。自由民権思想の鼓吹につとめた川上音二郎は，

横浜で熱狂的な支持をうけたといわれ，その流れをく

む新派演劇は，横浜をその最も主要な基盤として発展

したのである。

・横浜文化の中心は東京に移った　　以上は近代初期

における横浜文化の隆盛をごく簡単に，それも部分的

に紹介したにすぎないが，このような横浜の文化的活
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